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第44期（2024年8月期）

株主総会資料
（2023年9月1日～2024年8月31日）

証券コード:2927

健康食品・化粧品の受託（OEM）総合メーカー



１ 2024年8月期 通期決算報告

２ 各施策の進捗

３ 今後のグループの戦略について

４ 2025年8月期 業績予想
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－創業者永世名誉会⾧ 浅山忠彦－



通期決算報告
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2024年8月期



連結サマリ AFC-HDグループ【連結】

前年比率増減額2024年2023年2022年2021年

118％＋4,60630,18525,57923,02422,368売上高

117％＋2791,9161,6361,0152,245営業利益

116％＋2671,9211,6541,3432,161経常利益

114％＋1491,2521,1027351,495
親会社株主に帰属する

当期純利益

ヘルスケア事業における海外部門が大躍進したことに加え、OEM部門、自社製品販売部門、医薬品事業も好調に推移した。
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(百万円)

過去最高

過去２番目

過去２番目

過去２番目過去最高

過去最高

過去最高

過去２番目

過去３番目

過去３番目

過去３番目

過去３番目

主要事業であるヘルスケア事業及び医薬品事業は、引き続き好調



各施策の進捗
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健康食品市場の推移
市場規模 前年度比

(億円)

6(西暦/年度)

【出所：2018.12.21、2023.12.26 健康産業速報掲載】を基に当社で作成

（特保除く、機能性表示食品のサプリメント形状含む）

市場規模
過去最高

（前年度比）

【市場環境】ヘルスケア事業 健康食品市場



【市場環境】日本の人口の推移／健康食品･サプリメント市場の年代構成比
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8
(年度)

市場規模
過去最高 （前年度比）

健康食品の市場実態と展望～市場調査編～／矢野経済研究所】を基に当社で作成
【出所：2019.12.27発刊、2024.1.31発刊 2020年版、2024年版

＊矢野経済研究所推計

(見込) (予測)

（メーカー出荷金額ベース） 市場規模
過去最高(予測)



A社

16.1%

B社

13.1%

C社

11.4%

当社

6.9%D社

6.7%

E社

6.0%F社

3.8%

G社

3.1%

H社

3.1%

I社

3.0%

その他(160社超)

26.7%

単体

9

／矢野経済研究所】を基に当社で作成
【出所：2023.7.31発刊、2023年版 健康食品の受託製造（OEM）市場

＊矢野経済研究所推計

【市場環境】健康食品:受託製造（OEM）市場規模とシェア

市場規模
2022年度(見込)

1,675億円
上位10社
シェア
73.3％

13,095 
14,370 

11,624 11,932 

14,081 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2020 2021 2022 2023 2024
（期）

当社売上高〔単体※関係会社への売上を含む〕

（百万円）

（8,771）

※( )は､OEM部門のみ_関係会社への売上を除く数値

（8,940）

（8,561）

（9,625）

（10,232）



ヘルスケア事業 OEM部門 個別 連結
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1,266 1,381
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前期比:106％

前年比:115％

（百万円）

（百万円）

（期）

（期）

来客数の増加・インバウンド消費の回復等

・ドラッグストア等の店舗販売業の顧客における
受注が増加した。

・機能性表示食品（ロコモ対策・アイケア・
ダイエット訴求等）の受注が堅調に推移した。

【市場】



・既存顧客における美容商材（NMN等）の
受注が回復基調。
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ヘルスケア事業 海外部門 連結
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1,081

458

前年比:260％
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（期）

3,933

271

前期比:221％

705

・育成中の外国人営業スタッフによる母国等での
新規顧客獲得により、受注が伸び始めた。

コロナ収束
【市場】
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イスラム圏での売上拡大を図る

千葉工場
（千葉県⾧生郡）

千葉工場で製造する３品目について、
BPJPH（ハラル製品保証実施機関）より
ハラル認証を取得しました。

ハラル認定証

11月16日 ハラル認証を取得



連結
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医薬品事業 本草製薬㈱
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前年比:111％
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202 215
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（期）

（期）
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（百万円）

・ジェネリック医薬品の販売が好調

・薬価の引き上げ
医療用漢方製剤の薬価が、2024年4月1日から
1.5倍に上がった。
これにより、月1,000万円の売上､利益が上がっている。

販売強化してきた生活習慣改善薬の販売が引き続き好調

投資した生産設備を活用

稼働率が上がったことにより、粗利率が向上

安定的に黒字が出せる体制になった

・一般用漢方薬のOEM受注が好調

2016年12月発売

ピムロ顆粒（下剤）

フィナステリド錠（ＡＧＡ治療薬）

2017年11月発売
シルデナフィル錠（ＥＤ治療薬）

2014年9月発売

2020年4月発売
タダラフィル錠（ＥＤ治療薬）

大手医薬品メーカー、大手通販会社からの受注

大柴胡湯エキス錠ヨクイニン錠八味地黄丸エキス錠



藤沢店

テニススクール屋上

レストラン街 等8F

7F

6F

5F

4F

婦人服 等3F

婦人服、紳士服 等2F

AFCｼｮｯﾌﾟ、買取ｻﾛﾝ、
菓子、ﾌｧｯｼｮﾝ雑貨 等

1F

B1F

駐車場B2F

連結
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〔証券コード：8254〕
百貨店事業 ㈱さいか屋
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4,700
前年比:95％

（百万円）

4,945

売上高

営業利益

－249

94 前年比:35％

（百万円）

33

テナント出店により、
百貨店ゾーンとの相乗効果
が得られた。 横須賀店 本館

改装準備中6F

改装準備中5F

4F

3F

婦人服 等2F

AFCｼｮｯﾌ、
買取ｻﾛﾝ 等

1F

B1F

駐車場B2F

駐車場B3F

・2023年 6月 ヤマダデンキ
・2024年 3月 ヨークフーズ
・2024年 6月 サンドラッグ

・2024年 9月 パシオス
・2024年 9月 シュープラザ
・2024年10月 ライフ

5,203

横須賀店 南館

賃料収入が拡大した。

2023年8月期
９期ぶりの黒字転換

＊2021年5月グループ化



連結
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飲食事業 ㈱なすび・ＦＳＣ㈱

2023年9月19日放送 日本テレビ系列
「ヒューマングルメンタリーオモウマい店」123 
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（百万円）

2,164
売上高

営業利益

－354

－119 前年に比べ
48百万円改善

（百万円）

－70

・全体的に回復傾向。

・その中でも、法人関係の
宴会・観光団体・法事等
の得意分野である団体客
が増加した。

▲焼肉「彩苑(さいえん)」
㈱なすび：2021年6月グループ化

FSC㈱：2023年10月グループ化
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Bakery&Café GALLEY（静岡市駿河区）一ふじ二たか（静岡市駿河区） なすび総本店（静岡市清水区）
燈乃maison有玉店(浜松市中央区) 燈乃maison豊橋店(豊橋市) 燈乃maison藤枝店（藤枝市）

天ぷらと手延べそうめんあさやま（さいか屋横須賀店内）うなぎの佳川（さいか屋横須賀店内）

㈱なすび 17店舗

ＦＳＣ㈱ 6店舗

㈱さいか屋 2店舗

なすび庵（静岡市清水区）

2024年1月19日OPEN

2023年12月8日OPEN 2024年3月20日OPEN



連結
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新規事業（観光事業､不動産･建託事業など）
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前年比:175％（百万円）

2,665
売上高
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9

－18

前年に比べ
347百万円損失増加

（百万円）

－365

・2024年7月29日 ラビット急行㈱・ラビットトラベル㈱をグループ化

◆不動産･建託事業

・自社に、設計部門・特定建設業を構え、アパート建設、注文住宅、
リフォーム工事等の請負工事を受注した。

・今後は、建託事業に注力し、お客様の土地活用・アパート賃貸経営等を
支援していく。

◆観光事業

・AFCツアーズとラビット
トラベル㈱を合併し、
よりお客様のニーズに
お応えした旅行企画･販売を
積極的に行っていく。

（㈱AFC不動産：2021年３月 新設、㈱AFC建設：2021年10月 新設、クレアライズ㈱：2023年10月 グループ化）

（AFCツアーズ：2023年１月 開業）
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▲AFCツアーズチラシ 2024年4月号 ▲AFCツアーズチラシ 2024年11月号

▲AFCツアーズチラシ 2024年7月号
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AFC-HDグループ ブランディング

ＣＭ動画:2024年5月～放映
静岡空港１-２階エスカレーター横

【放送スケジュール】
①テレビ静岡「めざましテレビ2部」 毎週火曜日７:００～８:００
②静岡朝日テレビ「報道ステーション」 毎週金曜日２１:５４～２３:１０
③静岡朝日テレビ「とびっきり!しずおか2部」 毎週水曜日１８:１５～１９:００
④静岡朝日テレビ「グッドモーニング・お天気予報フィラー」毎週火曜日６:００～７:００

【掲示場所】
①静岡空港 ２階 国内線搭乗待合室壁面
②静岡空港 １階－２階 エスカレーター壁面
③静岡空港 １階 国際線チェックインカウンター付近の壁面
④静岡駅 新幹線改札前のコンコース支柱

静岡駅新幹線改札前

2024年12月中旬(予定)～掲示
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今後のグループの成⾧戦略について

ボーイズ ビー アンビシャス

Boys be ambitious
少年よ 大志を抱け

創業者 永世名誉会⾧

浅山 忠彦

新規事業「観光事業、不動産･建託事業」
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観光事業

・2025年1月 静岡空港 出発ロビー前にあるフードコートに、新規出店予定。

静岡空港２F フードコート
メニュー（案）
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・2026年4月 ベトナム ダナンにホテルを建設、開業予定。

建設予定地

観光事業

ホテル外観イメージ

ミーケビーチに約500坪の土地を確保済み
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・航空業界への参入も視野に入れ、静岡空港を盛り上げていきたい。

静岡空港

観光事業
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不動産・建託事業

AFCレジデンス豊田（完工） AFCレジデンス見付（施行中） AFCレジデンス野口町（施行中）

AFCレジデンス三保（施行前） AFCレジデンス上石田（施行前）

・㈱ＡＦＣ建託で、アパートを建て、
㈱ＡＦＣ建託で、アパートを売る。そして、
㈱ＡＦＣ建託で、賃貸管理をする。

㈱ＡＦＣ建託で、アパート経営の一括管理をする。

（㈱AFC不動産：2021年３月 新設、㈱AFC建設：2021年10月 新設、クレアライズ㈱：2023年10月 グループ化）
（モデル例：Ｄ建託 2024年3月期売上高１兆7,300億円、営業利益1,000億円）
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AFC国際学院（2023年4月 開校）

将来、当社への入社を希望する学生について

現地幹部候補となる人材を育成し、海外における競争力をつけ、
AFCブランドの更なる飛躍を目指す。
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業績予想
2025年8月期



通期見通しサマリ【連結】

前年比率
（2024年比）

増減額
（2024年比）

2025年
業績予想

2024年2023年2022年2021年

103％＋91431,10030,18525,57923,02422,368売上高

115％＋2832,2001,9161,6361,0152,245営業利益

114％＋2782,2001,9211,6541,3432,161経常利益

105％＋671,3201,2521,1027351,495
親会社株主に帰属する

当期純利益

・百貨店事業の㈱さいか屋は、主だったテナントの出店を10月に終え、入店客数の増加による相乗効果が見込まれる。

連結

・飲食事業の㈱なすび及びFSC㈱は、法人客及び観光客が回復傾向にあり、この需要が続くものと思われる。
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(百万円)



株主還元～配当方針について～
基本方針：純利益を、株主1/3・自社(成⾧投資)1/3・従業員1/3で配分する。
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株主還元～株主優待について～
2024年中間（５月発送分）より、株主優待内容を変更しました。

単体

29

AFC商品 飲食 旅行

従来 追加 追加

所有株式数に応じて、贈呈いたします。
合計金額内 容所有株式数

15,000円分2,500円割引券２枚、500円飲食割引券10枚、5,000円旅行券１枚100～999株

25,000円分5,000円商品引換券１枚、2,500円割引券２枚、500円飲食券10枚、5,000円旅行券２枚1,000～1,999株

30,000円分5,000円商品引換券２枚、2,500円割引券２枚、500円飲食券10枚、5,000円旅行券２枚2,000～2,999株

35,000円分5,000円商品引換券３枚、2,500円割引券２枚、500円飲食券10枚、5,000円旅行券２枚3,000株以上

年２回
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